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文化庁国語課に寄せられた意見・質問等の例 

（おおむね直近の３年間に寄せられたものを示した。） 

 

 

漢字・常用漢字 

・ 常用漢字表に字種を追加してほしい。 

例）交ぜ書き解消のための漢字、和暦に使われる漢字、人名に使いたい漢字、訓だけ

だがよく使われる漢字 

・ 常用漢字表に音訓を追加してほしい。 

例）「経（たつ）」 

・ 常用漢字表にある常用されていない音訓を削除してほしい。 

例）「政（まつりごと）」 

・ 漢字を減らす、音読み訓読みの別を廃止するなど、日本語を簡略化してほしい。 

・ 漢字の読み方を実態に合わせてほしい。 

例）「十回」は「じっかい」とされているが「じゅっかい」とする 

・ 常用漢字表にある字の音訓を仮名書きにすべき場合を国が示してほしい。 

例）「～てほしい」「～とき」 

・ パソコンやスマホ等で使いにくい字形を、使いやすくしてほしい。 

例）１点しんにゅうの「辻」、中が「ネ」の「榊」 

  ・ 役所や金融機関などの窓口で書いた漢字を書き直すように言われることがある。印刷文字

と手書き文字との間にある字形の違いについて周知してほしい。 

・ 漢字の字形に関しては、学校や先生によって基準が違い、正誤が変わるような場合がある。

正しい考え方を示してほしい。 

・ 「字体・字形の指針」の考え方をもっと周知してほしい。 

・ 「異字同訓の使い分け例」の具体例をもっと増やしてほしい。 

例）「優秀な成績を 収める／修める」 

・ 漢字の書き順を国として示してほしい。 

・ いわゆる交ぜ書きをやめて、漢字で書いて振り仮名を付けるよう定めてほしい。 

・ 振り仮名は小さくて読みにくいので、括弧を使って書くよう定めてほしい。 

 

現代仮名遣い 

・ 「じ」を「ぢ」、「ず」を「づ」と書いたら間違いとされるのか、基準等を周知してほしい。 

 

送り仮名の付け方 

・ 送り仮名のルールを分かりやすくしてほしい。 

例）「取り組む／取り組み／取組」「問い合わせる／問い合わせ／問合せ」 
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外来語の表記 

・ どちらが正しいのか、示してほしい。 

例）「アイディア／アイデア」「ウイルス／ウィルス」「ファクス／ファックス」 

・ 和製英語を使わず、本来の英語を使うように定めてほしい。 

 

ローマ字のつづり方 

・ 複数あるローマ字の表記方法を統一してほしい。 

・ ローマ字における長音の表記法が統一されていないため、使い分けが困難である。 

例）「オオノ」も「オノ」も「Ono」と表記される場合がある 

・ 日本人の姓名のローマ字表記を、外国人に伝わるよう、姓の後に「，（コンマ）」を置く書

き方に定めてほしい。 

・ 日本人の姓名のローマ字表記を「姓‐名」の順とすることを徹底してほしい。 

・ 日本人の姓名のローマ字表記は「名‐姓」にすべきである。 

・ ローマ字表記で「ず」と「づ」の区別が付く方法を定めてほしい。 

・ パソコンやスマホなどで入力がしにくいので、記号を使わない方法を定めてほしい。 

例）「＾（サーカムフレックス）」「‾（マクロン）」「’（アポストロフィー）」 

 

言葉遣いについて 

・ マスメディアやビジネスにおける言葉遣いの乱れを指導してほしい。 

例）会社や学校名などに「～さん」・「～様」を付ける、「～になります」の多用 

・ 行政やマスメディア等における外来語・新語の濫用を制限してほしい。 

例）新型コロナウイルス感染症関係の言葉（「クラスター」「パンデミック」「人流」等） 

・ ビジネスマナーなどの観点から、言葉遣いに関する考え方やルールを独自にまとめてイン

ターネット等で公開している個人や団体がある。しかし、何を根拠としているかがはっきり

しない場合があり、行き過ぎや誤りも多く見られる。指導してほしい。 

・ 国語施策として、文法や正しい文章の書き方などを定めてほしい。 

・ 日本語を公用語として法的に位置付けてほしい。 

 

敬語・敬意表現 

・ 「敬語の指針」で示す例をもっと多くして、許容される言い方なのかどうか分かるように

してほしい。 

例）「拝受いたします」「調整くださる」「いらっしゃいますでしょうか」 

・ 「敬語の指針」では取り上げていない表現について、尊敬語・謙譲語Ⅰ・謙譲語Ⅱ・丁寧

語・美化語のうちのいずれかに分類されるのか、又はされないのかなど、例を示して説明し

てほしい。 

例）「今日」を「本日」、「あとで」を「後ほど」とする言い方 

・ 接頭語「御（ご）」と「お」の使い分けの法則を明確にしてほしい。 
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語彙 

・ 国がふさわしい言葉を定めてほしい。 

例）役所等で使う「あなた様」「お客様」の代替語、「兄／姉」等を性別にかかわらず

示す言葉 等 

・ 人に対して用いるに当たって配慮すべき言葉を国で整理し、代替語等を示してほしい。 

・ 言葉の正しい言い方・書き方や使い分けの基準を示してほしい。 

例）「保健所（ほけんしょ／ほけんじょ）」「９年（きゅうねん／くねん）」 

「～くらい／～ぐらい」「子供／子ども／こども」 

 

発音・アクセント 

・ 共通語の発音について整理、注意喚起してほしい。 

例）「を」の発音は「オ」か「ウォ」か、平板アクセント化に対する措置 

 

平仮名・片仮名 

・ 平仮名、片仮名の筆順や字形に関する基準を示してほしい。 

例）片仮名の「ヒ」の１画目は左からか右からか、平仮名の「そ」の形 

・ 平仮名、片仮名の書き分けに関する基準を示してほしい。 

    例）擬態語は平仮名、擬声語は片仮名といった考え方があるのか 

 


